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除染活動を通し地域経済の復興を目指して 

二本松市復興支援事業協同組合 

専 務 理 事  安 斎 一 男 

 

１ なぜ事業協同組合を作ったか 

 

 ・二本松市の除染方針 

 

 ・建設業組合の要望 

 

 ・市長の政治姿勢と決断 

 

 ・二本松市の安全安心は自らの手で取り戻す 

 

 ・地域経済活性化のために------大手の下請けではなく元請として 

 

２ 事業協同組合とは 

 

 ・中小企業等協同組合法に基づく事業協同組合 

 

 ・除染組合としなかった理由 

 

３ 二本松市除染業務委託の流れ 

 

 ・二本松市各課が発注→発注先は事業協同組合へ随意契約 

 

 ・事業協同組合は受託した業務を組合員に配分（下請け） 

    （コンストラクション・マネージャー的役割） 
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４ 事業協同組合の受託業務内容 

 

 ・一般住宅除染業務        ・市道除染業務 

 

 ・市営住宅除染業務        ・公園等の除染業務 

 

 ・汚染廃棄物仮置き場設置業務   ・工場団地除染業務 

 

 ・保育者・幼稚園・小中学校除染業務等 

 

５ 事業協同組合今後の課題 

 

 ・一般公共事業との両立 

 

 ・事業協同組合としての仕事の進め方、組合運営の習熟 

   「一人はみんなのために、みんなは一人のために」 

   組合員の甘え------元請・下請けの関係ではない 

           受注者でありながら発注者 

 

 ・業務委託だけでなく、建設工事を請け負える体制作り 

   （建設業法による認可取得） 
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☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

第25回フォーラム 

（「原発事故子ども・被災者支援法の概要と問題点について」／今野順夫）での

ご意見等（12月13日） 

 

★福島の現状、避難者の現状がまだまだ伝わっていないと改めて実感しました。この声を届けていな

かなければならないと思います。被災自治体も、本当はもっと、必要なことを国に訴えていくことも必要

なのではないでしょうか。（H.C） 

 

★わかりやすかったが、今後どうなるのか。未確定のところがあまりに大きすぎるという印象を受けた。

（S.I） 

 

★放射能害は晩発性の障害が発生する可能性が大きいと言われている。原発事故後の生活者、毎

年支援対象地域等の対象となる区域見直し・考えには違和感が生ずる。地域支援から個々の支援に

かえることが出来るようになることが望ましいように思う。（T.S） 

 

★この法律が忘れ去られようとしていると感じた（公務員が知らないと話を聞いて）。私も成立当初知ら

なかった。基本方針を具体的に決めるために、多くの人が声を上げなければと思った。（Y.I） 

 

★市民の方の意見・期待も感じることができ、大変参考になりました。（H.H） 

 

★現時点で、「原発事故子ども・被災者支援法の概要と問題点」についてまとめていただき、良かった

です。基本方針ができていないことが問題であるが、今回の衆院選では、被災地以外では、被災地の

復興・再生、被災者支援について薄らいでいるようで心配である。（R.N） 

 

★被災者支援について、よく分かりました。基本法についても、これから勉強していきたいと思います。 

 

★「支援対象地域」の規定、附則２の「見直し」条項の問題など、多々学ぶ点がありました。支援か権

利か、国の社会的責任か加害責任かという点も、（被災者／被害者）、忘れられがちですが、大切な

論点だと思いました。（M.K） 

 

★「支援法」が策定されましたが、まだまだ多様な課題を抱えていることが認識できました。（K.F） 

 

★むずかしい法律の話ながら、理解しやすいセミナーでした。質問時間が多く（長く）とられているのは、

いいと思う。（S.I） 
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【予告】 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

第27回 「ふくしま復興支援フォーラム」 

    日 時  2012年12月27日（木） 18時30分～20時30分（予定）   

テーマ  「なぜ福島で大規模データの収集・公開が必要なのか 

                   ―医療経済学からみた独立評価の重要性」 

報告者  兪 炳匡 YOO, Byung-Kwang （ゆう へいきょう）氏 

 （米カリフォルニア大学デービス校 医学部公衆衛生学講座准教授、医療政策・経済学） 

    会 場  コラッセふくしま６階マルチパーパスルーム 

     （JR福島駅西口徒歩1分、福島市三河南町1-20、会場連絡024-525-4381） 

 

 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

第28回 「ふくしま復興支援フォーラム」 

    日 時  2013年1月10日（木） 18時30分～20時30分（予定）   

テーマ  「福島県における水産物放射能汚染の現状と対応」 

報告者   五十嵐敏氏（福島県水産試験場長） 

    会 場   福島市アクティブシニアセンター「ＡＯＺ(アオウゼ)」  大活動室１ 

 （MAXふくしま４Ｆ／福島市曾根田町1‐18） 

 

 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

第29回 「ふくしま復興支援フォーラム」 

    日 時  2013年1月22日（火） 18時30分～20時30分（予定）   

テーマ  「原発事故と４つの事故調査委員会報告」 

報告者  真木實彦氏（福島大学名誉教授） 

    会 場  福島市アクティブシニアセンター「ＡＯＺ(アオウゼ)」  大活動室１ 

 （MAXふくしま４Ｆ／福島市曾根田町1‐18） 

 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

 【ホームページ】 

   http://www5a.biglobe.ne.jp/~tkonno/FK-forum.html 

 【ブログ】 

   http://blog.livedoor.jp/tkonno_2012/ 

 【ご意見・ご提案・問い合わせ】 

    tkonno67@gmail.com （事務局：今野順夫）  
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